
 

今後も多様な資料を活用して，思考力・判断力・表現力等をより適切に評価できるような出題

形式を工夫していきたい。 

第５問 問１は，江戸時代の対外関係について問うた。「江戸時代の海外渡航や外国情報，外交秩

序や貿易に関する内容への理解が問われた」と評価された。問２は，近世中後期の対外情報を

記した書物を素材に，グラフの読み取りを含めて近世の対外関係について問うた。「興味深い題

材を扱った問題」で「資料活用の適切な判断が求められた」と評価された。問３は，享保の改

革について内容的に理解できているかどうかを問うた。「用語の提示を避け，内容を示した文章

で内容理解を測るよう工夫されている」と評価された。問４は，アヘン戦争の情報を記した書

物の流布を素材に，歴史事象相互の関連について捉えることができているかどうかを問うた。

「識別力のある良問であった」と評価された。問５は，近世の東アジアの人々との接触，また

幕末期に欧米諸国に渡航した人々の事績について，疑問を提示してその調べ方を問うた。「歴史

の探究をする際の手続きを問う，科目の趣旨を反映した出題であった」と評価された。今後も

資料を有効に活用するなど工夫しながら，科目の趣旨を踏まえた問題の作成に努めたい。 

第６問 問１は，前近代の社会的弱者に対する救済事例をまとめた表の内容を理解できているか

を問うた。「古代ばかりでなく，綱吉期の生類憐みの令などの政策に関しても，為政者の政策に

仏教的な帰依が存在するといった背景への理解など，より深い内容理解が求められた」と評価

された。問２は，楽善会に関する資料を読み，当時の思想・経済状況などの社会的背景を理解

できているかを問うた。「会話文と資料，それぞれから正確に情報を読み取る技能と，西洋近代

思想や近代の産業史などに関する正確な内容理解が求められた」と評価された。問３は，近現

代日本における障がい者等の当事者運動の事例をまとめたノートを読み，障がい者等が直面し

た困難の背景を，当時の政治状況とも関連付けながら理解できているかを問うた。「資料内容の

充実に比して，選択肢が基礎的であった」などの意見があった。問４は，1964年開催のパラリ

ンピックの出場者が作成した資料を読み，同時期の社会・経済状況と関連付けながら理解でき

ているかを問うた。「日本史探究の授業の方向性を示唆する良問である」と評価された。問５は，

三つの事例について，それぞれの特徴を把握できているかを問うた。「問題全体を総合的にまと

め，情報を選択し判断する力を要する，共通テストとしての性格を反映した良問である」と評

価された。今後も，多様な資料を活用しながら，思考力・判断力・表現力等をより適切に評価

できるような問題の作成に努めたい。 

４ まとめ 

授業を通じて学んだ知識と初見資料から読み取れる情報とを併せて考察させる問題や，生徒自ら

が作った仮説を資料に基づき検証するような問題，時代や地域を超えて特定のテーマについて考察

する問題など，前年度から引き続き，新課程の趣旨を踏まえて作問に努めた。会話文の中に未知の

歴史事象を織り込み，多様な形態の資料など多くの情報量を処理する出題形式を採用したが，文字

資料をできる限り現代語訳して示すことによって，おおむね標準的な問題を作成できたものと考え

る。来年度以降も，以下の諸点に留意しながら，受験者の学力を適切に評価できる問題作成を進め

たい。 

⑴ 高等学校教育の範囲と水準に深く配慮をしながら，標準的な問題を作成する。 

⑵ 学校現場での授業実践にも良いメッセージとなるような出題上の工夫をする。 

⑶ 文字資料だけでなく，画像・地図・表など多様な資料を提示しながら，歴史事象に関する深い

理解に至りうるような問題の作成に工夫を凝らす。 

⑷ 授業や探究活動を通じて身に付けた資質・能力の到達度を明確に測れるような出題に努める。 

歴史総合，世界史探究 

『歴史総合，世界史探究』 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価 

１ 前文 

令和８年度の共通テストにおける歴史科目は，「歴史総合」『歴史総合，日本史探究』『歴史総合，

世界史探究』の２科目・１出題範囲が用意された。そのうち，『地理総合／歴史総合／公共』の

「歴史総合」第１問と『歴史総合，世界史探究』の第１問とが共通であった。よって，『歴史総合，

世界史探究』においては，主に第２問以降について意見・評価を行うこととする。第１問について

は，『地理総合／歴史総合／公共』の「歴史総合」の項目を参照いただきたい。 

また，『歴史総合，世界史探究』の追・再試験においては，本試験の前文で言及した受験者数や

平均点等についての分析は避け，出題方針，内容及び難易度等について考察する。なお，評価に当

たっては，報告書（本試験）15 ページに記載の８項目により，総合的に検討を行った。 

２ 内容・範囲 

 

第１問 『地理総合／歴史総合／公共』の「歴史総合」の第１問と同じ。  

第２問 時代による建築物や都市空間の持つ意味や利用方法の変化について 

問１ 下線部○a の出来事と，文Ⅰ・Ⅱとについて，古いものから年代順に正しく配列したものを

選択する問題。下線部○a ，文Ⅰ・Ⅱから中国における宗教の変遷について思考力・判断力・表

現力等を問う問題。  
問２ パネルにある「敵」について述べた文と定州の位置とについて，最も適当なものの組合せ

を選択する問題。パネル内の「澶淵の盟」の記載から，「敵」がキタイ（契丹）を建国した遼

であることを推測させ，遼についての知識・技能を問う問題。地図の使い方に工夫がみられる

良問である。 

（１）　評価の観点 (２)　分野別の出題数・出題率

( ) ( )

政治史 ( ％ )

社会経済史 ( ％ )

文化史 ( ％ )

複数分野に関わる ( ％ )

( ％ ) ( ％ )

( ％ )

(３)　時代別の出題数・出題率 (４)　地域別の出題数・出題率

( ) ( )

古代史 ( ％ ) ( ％ )

中世史 ( ％ ) ( ％ )

近世史 ( ％ ) ( ％ )

近代史 ( ％ ) ( ％ )

現代史 ( ％ ) ( ％ )

［うち戦後史］ ( ％ ) ( ％ )

複数時代混合 ( ％ ) ( ％ )

( ％ ) ( ％ )

＊中世（５ｃ～14ｃ），近世（15ｃ～17ｃ），近代（18ｃ～19ｃ），現代（20ｃ～）を判断の目安とする。

＊（1）～（4）については，「世界史探究」部分（第2問～第5問）のみ。

＊第１問については，「歴史総合」部分を参照のこと。

＊知識・技能を評価する問題と思考・判断を評価する問題の分類は，当外部評価分科会の判断による。
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問３ 下線部○b の背景と会話文中の空欄 ア の人物の事績について述べた文について，最も適当

なものの組合せを選択する問題。知識・技能を問う問題。 

問４ 資料に記述されている事件の政治的背景について，最も適当な文を選択する問題。知識・

技能を問う問題。資料は，カノッサの屈辱後も教皇グレゴリウス７世とドイツ王の対立が継続

していたことを示すものであり，教皇権と皇帝権の関係性の本質について問うような問題にす

ると，思考力・判断力・表現力等を問う問題になり得た点が惜しい。 

問５ 会話文中の空欄 イ の都市名と空欄 ウ の文明の説明とについて，最も適当なものの組合

せを選択する問題。知識・技能を問う問題。 

問６ トラテロルコ広場がある国について述べた文について，最も適当なものを選択する問題。

思考力・判断力・表現力等を問う問題。選択肢あ，いについては，この広場がある国に関して，

図４や会話文の内容を踏まえて判断する選択肢としたい。また，選択肢うは図４からメキシコ

の歴史を推察するものであるのに対し，選択肢えはメキシコの独立運動の特徴とガーナの独立

の類似について類推するものであり，判断の際の思考方法が異なる。選択肢えの文章も「三文

化広場」による過去の表象の仕方に関連付けた内容にすると図４を生かすことになり，過去の

歴史を記憶として表象するという優れたテーマを伝えるより良い問題になり得た。 

第３問 人物や時代，出来事の評価や解釈の変容について 

問１ 文章中の空欄 ア に入る文と空欄 イ に関して述べた文とについて，最も適当なものの組

合せを選択する問題。思考力・判断力・表現力等を問う問題。通常は，ソフィストと対置され

るソクラテスらに対して，資料と対話文から異なる評価に気付かせる良問。 

問２ 民主政期のアテネで起こった出来事について述べた文の正誤の組合せとして正しいものを

選択する問題。知識・技能を問う問題。寡頭政や民主政期の女性の政治参加についての知識を

問う。 

問３ ペトラルカとヴォルテールについて述べた文として最も適当なものを選択する問題。知

識・技能を問う問題。ペトラルカやヴォルテールが自身の時代と対比させて中世という時代に

低い評価を与えた理由を資料から推察させたり，12 世紀ルネサンスのように中世の文化的繁栄

に関する資料を提示し，ペトラルカらの中世に対する時代観と比較させたりするような問題に

すると，思考力・判断力・表現力等を問う問題になる可能性があった。 

問４ 課題と課題を考察するための事例とについて，最も適当なものの組合せを選択する問題。

知識・技能を問う問題。事例の４つが中世の政治や経済，文化を示す文で統一されており，中

世ヨーロッパ世界の包括的知識を問う良問である。 

問５ 下線部○a について述べた文として誤っているものを選択する問題。知識・技能を問う問題。 

問６ メモの正誤について述べた文として最も適当なものを選択する問題。知識・技能を問う問

題。資料２からインド大反乱に関する新たな解釈を得ることで，概念的理解に到達することが

できる良問である。 

第４問 世界史上における知識や情報の伝播について 

問１ 会話文中の空欄 ア に入る人物について述べた文として最も適当なものを選択する問題。

知識・技能を問う問題。長距離移動に関わった人物に関する正命題で選択肢が構成されている。 

問２ 会話文中の空欄 イ に入る文と地図上のトゥワイジンの埋葬地との最も適当なものの組合

せについて問う問題。知識・技能を問う問題。ニジェール川中流域に位置するトンブクトゥが

繁栄した要因を問う問題にすると，受験者の学習の動機付けになり得たのではないか。 

問３ 資料で紹介されている戦争の背景や経緯について述べた文として最も適当なものを選択す

る問題。知識・技能を問う問題。資料３を用いて，スペイン継承戦争についての包括的知識を
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問う問題。 

問４ 会話文中の空欄 ウ に入る語とその活動について述べた文とについて，最も適当なものの

組合せを選択する問題。活動のⅩ，Ｙの文が正命題であるのに対し，Ｚは誤命題である点が惜

しい。Ⅹ，Ｙ，Ｚの文をヨーロッパのキリスト教修道会に関する正命題にして，イエズス会に

当てはまるものを選択させるか，三つのうち一つのみを正命題とするかにすれば，測定したい

認知が明確になり，より良い知識・技能を問う問題になり得た。 

問５ パネルから読み取れることについて述べた文として最も適当なものを選択する問題。知

識・技能を問う問題。 

問６ パネル中の空欄 エ に入る語句の具体的な事例として最も適当なものを選択する問題。知

識・技能を問う問題。 

問７ 調査のための課題として最も適当なものを選択する問題。知識・技能を問う問題。更なる

調査のための課題について選択する問題であるが，歴史的事象の正誤判断になってしまってい

る点が惜しまれる。 

第５問 経済活動と社会の変化について 

問１ ノート１中の空欄 ア に入る写真と空欄 イ に入る文とについて，最も適当なものの組合

せを選択する問題。知識・技能を問う問題。 

問２ 図１，図２及びノート２の内容やその背景について述べた文として，正しいものの組合せ

を選択する問題。知識・技能を問う問題。 

問３ ノート３とグラフから読み取れる事柄や，そこから考えられることについて述べた文とし

て最も適当なものを選択する問題。知識・技能を問う問題。なぜ生地の縫い目をリベット（締

め釘）で補強する必要があったのか，なぜ藍で染めたのか，なぜ厚手のコットン生地を用いた

のか等を探究する文脈を設定し，当時，どのような人々がストラウス社の製造したブルージー

ンズを着用したのかを，19 世紀後半のアメリカの情勢と結び付けて考察させる問題にすれば，

思考力・判断力・表現力等も問えるような，受験者の関心をひくテーマであった。 

問４ パネル中の空欄 ウ に入る港市の名と空欄 エ に入る文との組合せとして正しいものを

選択する問題。知識・技能を問う問題。 

問５ スライドの事例から読み取れる内容と各班がまとめた内容とどのように類似しているかに

ついて述べた文として最も適当なものを選択する問題。スライドの内容から，16 世紀の東欧が

西欧の後背地となり，農奴制が強化された結果，コサックの反乱が生じたことを抽象化して，

４つの班の発表内容との類似性を探る思考力・判断力・表現力等を問う良問。 

３ 分量・程度 

分量は，５つの大問で構成されており，各大問５～８問，全 32問が出題され，資料を丁寧に読ま

せ深く考察させようとする意図が感じられる試験時間に見合った適切なものであった。また，大学

入学希望者の学力を問うものとしては，適正な難易度であった。歴史に関わる事象を多面的・多角

的に考察し，概念的に理解しているかを問う問題も出題されていた。 

まず，知識・技能を問う良問として２問取り上げる。 10 は，パネル中の「敵」に関して文章

や図２から知識を用いて推察するとともに，「敵」が図２中の燕雲十六州を支配していたという知

識を用いて，「敵」を眺望することができる場所を推し量る思考を問う問題となっている。知識を

問う問題と知識を用いて思考する問題を組み合わせた良問である。また， 20 は，インド大反乱

に関して教科書による通説とは異なる側面について取り上げた問題であった。資料２からは，身

分・職業や信仰による違いを超えたインドの人々の関係が示され，インド大反乱を「独立戦争」と
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問３ 下線部○b の背景と会話文中の空欄 ア の人物の事績について述べた文について，最も適当

なものの組合せを選択する問題。知識・技能を問う問題。 

問４ 資料に記述されている事件の政治的背景について，最も適当な文を選択する問題。知識・

技能を問う問題。資料は，カノッサの屈辱後も教皇グレゴリウス７世とドイツ王の対立が継続

していたことを示すものであり，教皇権と皇帝権の関係性の本質について問うような問題にす

ると，思考力・判断力・表現力等を問う問題になり得た点が惜しい。 

問５ 会話文中の空欄 イ の都市名と空欄 ウ の文明の説明とについて，最も適当なものの組合

せを選択する問題。知識・技能を問う問題。 

問６ トラテロルコ広場がある国について述べた文について，最も適当なものを選択する問題。

思考力・判断力・表現力等を問う問題。選択肢あ，いについては，この広場がある国に関して，

図４や会話文の内容を踏まえて判断する選択肢としたい。また，選択肢うは図４からメキシコ

の歴史を推察するものであるのに対し，選択肢えはメキシコの独立運動の特徴とガーナの独立

の類似について類推するものであり，判断の際の思考方法が異なる。選択肢えの文章も「三文

化広場」による過去の表象の仕方に関連付けた内容にすると図４を生かすことになり，過去の

歴史を記憶として表象するという優れたテーマを伝えるより良い問題になり得た。 

第３問 人物や時代，出来事の評価や解釈の変容について 

問１ 文章中の空欄 ア に入る文と空欄 イ に関して述べた文とについて，最も適当なものの組

合せを選択する問題。思考力・判断力・表現力等を問う問題。通常は，ソフィストと対置され

るソクラテスらに対して，資料と対話文から異なる評価に気付かせる良問。 

問２ 民主政期のアテネで起こった出来事について述べた文の正誤の組合せとして正しいものを

選択する問題。知識・技能を問う問題。寡頭政や民主政期の女性の政治参加についての知識を

問う。 

問３ ペトラルカとヴォルテールについて述べた文として最も適当なものを選択する問題。知

識・技能を問う問題。ペトラルカやヴォルテールが自身の時代と対比させて中世という時代に

低い評価を与えた理由を資料から推察させたり，12 世紀ルネサンスのように中世の文化的繁栄

に関する資料を提示し，ペトラルカらの中世に対する時代観と比較させたりするような問題に

すると，思考力・判断力・表現力等を問う問題になる可能性があった。 

問４ 課題と課題を考察するための事例とについて，最も適当なものの組合せを選択する問題。

知識・技能を問う問題。事例の４つが中世の政治や経済，文化を示す文で統一されており，中

世ヨーロッパ世界の包括的知識を問う良問である。 

問５ 下線部○a について述べた文として誤っているものを選択する問題。知識・技能を問う問題。 

問６ メモの正誤について述べた文として最も適当なものを選択する問題。知識・技能を問う問

題。資料２からインド大反乱に関する新たな解釈を得ることで，概念的理解に到達することが

できる良問である。 

第４問 世界史上における知識や情報の伝播について 

問１ 会話文中の空欄 ア に入る人物について述べた文として最も適当なものを選択する問題。

知識・技能を問う問題。長距離移動に関わった人物に関する正命題で選択肢が構成されている。 

問２ 会話文中の空欄 イ に入る文と地図上のトゥワイジンの埋葬地との最も適当なものの組合

せについて問う問題。知識・技能を問う問題。ニジェール川中流域に位置するトンブクトゥが

繁栄した要因を問う問題にすると，受験者の学習の動機付けになり得たのではないか。 

問３ 資料で紹介されている戦争の背景や経緯について述べた文として最も適当なものを選択す

る問題。知識・技能を問う問題。資料３を用いて，スペイン継承戦争についての包括的知識を
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問う問題。 

問４ 会話文中の空欄 ウ に入る語とその活動について述べた文とについて，最も適当なものの

組合せを選択する問題。活動のⅩ，Ｙの文が正命題であるのに対し，Ｚは誤命題である点が惜

しい。Ⅹ，Ｙ，Ｚの文をヨーロッパのキリスト教修道会に関する正命題にして，イエズス会に

当てはまるものを選択させるか，三つのうち一つのみを正命題とするかにすれば，測定したい

認知が明確になり，より良い知識・技能を問う問題になり得た。 

問５ パネルから読み取れることについて述べた文として最も適当なものを選択する問題。知

識・技能を問う問題。 

問６ パネル中の空欄 エ に入る語句の具体的な事例として最も適当なものを選択する問題。知

識・技能を問う問題。 

問７ 調査のための課題として最も適当なものを選択する問題。知識・技能を問う問題。更なる

調査のための課題について選択する問題であるが，歴史的事象の正誤判断になってしまってい

る点が惜しまれる。 

第５問 経済活動と社会の変化について 

問１ ノート１中の空欄 ア に入る写真と空欄 イ に入る文とについて，最も適当なものの組合

せを選択する問題。知識・技能を問う問題。 

問２ 図１，図２及びノート２の内容やその背景について述べた文として，正しいものの組合せ

を選択する問題。知識・技能を問う問題。 

問３ ノート３とグラフから読み取れる事柄や，そこから考えられることについて述べた文とし

て最も適当なものを選択する問題。知識・技能を問う問題。なぜ生地の縫い目をリベット（締

め釘）で補強する必要があったのか，なぜ藍で染めたのか，なぜ厚手のコットン生地を用いた

のか等を探究する文脈を設定し，当時，どのような人々がストラウス社の製造したブルージー

ンズを着用したのかを，19 世紀後半のアメリカの情勢と結び付けて考察させる問題にすれば，

思考力・判断力・表現力等も問えるような，受験者の関心をひくテーマであった。 

問４ パネル中の空欄 ウ に入る港市の名と空欄 エ に入る文との組合せとして正しいものを

選択する問題。知識・技能を問う問題。 

問５ スライドの事例から読み取れる内容と各班がまとめた内容とどのように類似しているかに

ついて述べた文として最も適当なものを選択する問題。スライドの内容から，16 世紀の東欧が

西欧の後背地となり，農奴制が強化された結果，コサックの反乱が生じたことを抽象化して，

４つの班の発表内容との類似性を探る思考力・判断力・表現力等を問う良問。 

３ 分量・程度 

分量は，５つの大問で構成されており，各大問５～８問，全 32問が出題され，資料を丁寧に読ま

せ深く考察させようとする意図が感じられる試験時間に見合った適切なものであった。また，大学

入学希望者の学力を問うものとしては，適正な難易度であった。歴史に関わる事象を多面的・多角

的に考察し，概念的に理解しているかを問う問題も出題されていた。 

まず，知識・技能を問う良問として２問取り上げる。 10 は，パネル中の「敵」に関して文章

や図２から知識を用いて推察するとともに，「敵」が図２中の燕雲十六州を支配していたという知

識を用いて，「敵」を眺望することができる場所を推し量る思考を問う問題となっている。知識を

問う問題と知識を用いて思考する問題を組み合わせた良問である。また， 20 は，インド大反乱

に関して教科書による通説とは異なる側面について取り上げた問題であった。資料２からは，身

分・職業や信仰による違いを超えたインドの人々の関係が示され，インド大反乱を「独立戦争」と

－61－

『歴史総合，世界史探究』



表記することで，「突発的な反乱」に対するオルタナティブとして「計画的な独立戦争」という特

徴が与えられている。受験者は，問題を解きながら「インド大反乱」の「独立戦争」としての新た

な側面に気付くことができる良問である。 

思考力・判断力・表現力等を問う良問としては２問取り上げる。 15 は，ソクラテスの人物像

とペロポネソス戦争の内容を想起する問題である。上記の 20 と同様に，歴史の教科書の叙述と

は異なる，ソクラテスとその弟子たちの一般的な評価に対するオルタナティブを資料から読み取ら

せる問題となっており，受験者の既有知識を覆すことで思考につなげている工夫がみられる。 18   

は「中世」という言葉の意味のつくられ方に関して，課題と課題を考察するための事例を結び付け

る問題である。会話文とノートから，ペトラルカとヴォルテールの持っていた中世に対するイメー

ジについて読み取らせ，その後両者が「知的な暗さ」「混乱し，貧しい」と評価する中世に対して，

別の側面をあぶりだすための事例を結び付ける問題である。４つの事例が，カロリング=ルネサン

ス，王権を抑制する貴族，ヨーロッパにおける皇帝の位置付け，そしてヨーロッパ世界の商業の発

展という中世ヨーロッパ史に象徴的な事象で構成されており，中世ヨーロッパに関する包括的知識

を問う優れた思考問題である。「中世」という時代区分をどのように捉えるのかを，根拠から導く

問題とも考えられる。 

４ 表現・形式 

今年度の問題では，全体を通して，文字資料，統計資料，地図，図版資料など様々な資料が提示

されていた。しかし，単に資料の読み取りにとどまる問題もみられた。例えば， 25 では，パネ

ルとパネル内のグラフから読み取れる情報のみで正誤判断できる選択肢がみられた。選択肢①①は，

パネルから小説の発表時期を，グラフから英領インドの電信網の長さを読み取ることができ，容易

に判断することができる。また，選択肢③③の正誤を判断するためには，インド帝国の成立時期を知

識として持っておく必要があった。 28 や 29 では，資料やノート，図の内容が言い換えられて

いるのみの文で選択肢が構成されていた。 30 では，グラフが提示されているが，選択肢②②の判断

のためにはフロンティアの消滅の年代を知識として持っている必要があり，上記 25 と同じよう

に年号の知識が必要とされた。単なる読み取りの技能を測定する問題や，受験者にとって因果関係

が明確でないためグラフと歴史的事象を結び付けることが難しく，結局年号の知識に依存せざるを

得ない問題には注意深くありたい。 

また，問題の測定対象が混線しているため，評価したい認知が不明瞭な問題が見られた。例えば， 

 13 では，ＸとＹの文は正命題でありアステカ文明とインカ文明のどちらかを判断するための思

考が働くが，Ｚは誤命題でラテンアメリカ文明全体の特徴を把握するのに必要な知識を判断に要し，

前者２つとは異なる思考で判断する必要がある。 24 でも同様に，Ｘ，Ｙは正命題である一方で，

Ｚは誤命題であり，判断に必要な推論過程が異なる。 26 の選択肢も同様に，選択肢②②と③③は空欄 

 エ と関連性の誤りを見抜く問題になっている一方で，選択肢④④は事実的知識の誤りを見抜く問題

になっている。つまり，空欄 エ の理解を問うことなく選択肢④④の誤りを判断させる問題となって

いる。 

 27 は「さらなる調査のための課題」として最も適当なものを選択する問題であり，世界史探

究の求める学習風景が意図されていた。選択肢の文が疑問文の形式で統一される工夫がみられるが，

試験という性格上，結局，事実的知識の正誤判断になっている部分が残念である。例えば，ある歴

史的事象について調査する際に，自身がよって立つ視座や枠組み，探究の射程範囲と限界，先行研

究を通じた課題設定など，大学における研究作法ともつながるような内容について問うことも可能

であろう。最終問題である 32 は，生徒たちの諸発表における類似を問う問題となっており，あ
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る歴史的事象と類似している事象を問う問題は，本試験や昨年度の試験も含め多くみられる。20 世

紀の歴史家マルク・ブロックが，社会の同種現象を体系的に対照し共通点と差異から原因を抽出し

て歴史的因果を説明したように，本来であれば単に二つの歴史的事象の類似を見出すことで終わら

ずに，なぜ類似しているのかを問う点に歴史を学ぶことの醍醐味があると考える。歴史の学習者が，

歴史を類推のベースにして現代の問題の原因を多面的に分析したり，問題に対する解決法の選択肢

を増やしたりする思考につながるからである。近年の問題は，受験者にとって興味深いテーマを設

定しているため，その素材を生かしながら，歴史を学ぶ意義が伝わるような作問を願っている。 

５ まとめ（総括的な評価） 

これまでの出題でも様々な工夫が行われてきたが，今年度の出題でも，学習の文脈を設定し，知

識を再構成することで包括的知識や概念的理解に至る問題がみられた。また，課題として最も適当

なものを選ばせたり，生徒たちがまとめた内容の類似を探ったりと，世界史探究としての新たな問

題の試みへの挑戦もみられた。 

また，第３問で人物や時代，出来事の評価や解釈の変容をテーマとして取り上げたように，歴史

学で歴史認識をめぐり議論になっている話題を取り上げて，受験者の既有知識を揺さぶるような資

料を提示して問題に答えさせる問題もみられた。このように，受験者が新たな歴史の語りを構成し

ていくような問題のデザインにはこれからも期待したい。一方で，選択肢の作り方については，問

題を通じて受験者に引き起こしたい認知過程を明確にして，その過程を測定するための観察手法と

しての問題のあり方について，引き続き工夫をしていただきたい。 

最後に，問題作成委員の皆様に心より感謝を申し上げたい。委員の皆様が作成された問題は，か

つての知識偏重の歴史教育に対するオルタナティブとして，資料の読解や比較，因果関係の把握を

受験者に促す工夫がみられる。今後も，受験者や歴史教員に世界史の知的興奮を与える問題作成に

期待を申し上げる。 
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表記することで，「突発的な反乱」に対するオルタナティブとして「計画的な独立戦争」という特

徴が与えられている。受験者は，問題を解きながら「インド大反乱」の「独立戦争」としての新た

な側面に気付くことができる良問である。 

思考力・判断力・表現力等を問う良問としては２問取り上げる。 15 は，ソクラテスの人物像

とペロポネソス戦争の内容を想起する問題である。上記の 20 と同様に，歴史の教科書の叙述と

は異なる，ソクラテスとその弟子たちの一般的な評価に対するオルタナティブを資料から読み取ら

せる問題となっており，受験者の既有知識を覆すことで思考につなげている工夫がみられる。 18   

は「中世」という言葉の意味のつくられ方に関して，課題と課題を考察するための事例を結び付け

る問題である。会話文とノートから，ペトラルカとヴォルテールの持っていた中世に対するイメー

ジについて読み取らせ，その後両者が「知的な暗さ」「混乱し，貧しい」と評価する中世に対して，

別の側面をあぶりだすための事例を結び付ける問題である。４つの事例が，カロリング=ルネサン

ス，王権を抑制する貴族，ヨーロッパにおける皇帝の位置付け，そしてヨーロッパ世界の商業の発

展という中世ヨーロッパ史に象徴的な事象で構成されており，中世ヨーロッパに関する包括的知識

を問う優れた思考問題である。「中世」という時代区分をどのように捉えるのかを，根拠から導く

問題とも考えられる。 

４ 表現・形式 

今年度の問題では，全体を通して，文字資料，統計資料，地図，図版資料など様々な資料が提示

されていた。しかし，単に資料の読み取りにとどまる問題もみられた。例えば， 25 では，パネ

ルとパネル内のグラフから読み取れる情報のみで正誤判断できる選択肢がみられた。選択肢①①は，

パネルから小説の発表時期を，グラフから英領インドの電信網の長さを読み取ることができ，容易

に判断することができる。また，選択肢③③の正誤を判断するためには，インド帝国の成立時期を知

識として持っておく必要があった。 28 や 29 では，資料やノート，図の内容が言い換えられて

いるのみの文で選択肢が構成されていた。 30 では，グラフが提示されているが，選択肢②②の判断

のためにはフロンティアの消滅の年代を知識として持っている必要があり，上記 25 と同じよう

に年号の知識が必要とされた。単なる読み取りの技能を測定する問題や，受験者にとって因果関係

が明確でないためグラフと歴史的事象を結び付けることが難しく，結局年号の知識に依存せざるを

得ない問題には注意深くありたい。 

また，問題の測定対象が混線しているため，評価したい認知が不明瞭な問題が見られた。例えば， 

 13 では，ＸとＹの文は正命題でありアステカ文明とインカ文明のどちらかを判断するための思

考が働くが，Ｚは誤命題でラテンアメリカ文明全体の特徴を把握するのに必要な知識を判断に要し，

前者２つとは異なる思考で判断する必要がある。 24 でも同様に，Ｘ，Ｙは正命題である一方で，

Ｚは誤命題であり，判断に必要な推論過程が異なる。 26 の選択肢も同様に，選択肢②②と③③は空欄 

 エ と関連性の誤りを見抜く問題になっている一方で，選択肢④④は事実的知識の誤りを見抜く問題

になっている。つまり，空欄 エ の理解を問うことなく選択肢④④の誤りを判断させる問題となって

いる。 

 27 は「さらなる調査のための課題」として最も適当なものを選択する問題であり，世界史探

究の求める学習風景が意図されていた。選択肢の文が疑問文の形式で統一される工夫がみられるが，

試験という性格上，結局，事実的知識の正誤判断になっている部分が残念である。例えば，ある歴

史的事象について調査する際に，自身がよって立つ視座や枠組み，探究の射程範囲と限界，先行研

究を通じた課題設定など，大学における研究作法ともつながるような内容について問うことも可能

であろう。最終問題である 32 は，生徒たちの諸発表における類似を問う問題となっており，あ
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る歴史的事象と類似している事象を問う問題は，本試験や昨年度の試験も含め多くみられる。20 世

紀の歴史家マルク・ブロックが，社会の同種現象を体系的に対照し共通点と差異から原因を抽出し

て歴史的因果を説明したように，本来であれば単に二つの歴史的事象の類似を見出すことで終わら

ずに，なぜ類似しているのかを問う点に歴史を学ぶことの醍醐味があると考える。歴史の学習者が，

歴史を類推のベースにして現代の問題の原因を多面的に分析したり，問題に対する解決法の選択肢

を増やしたりする思考につながるからである。近年の問題は，受験者にとって興味深いテーマを設

定しているため，その素材を生かしながら，歴史を学ぶ意義が伝わるような作問を願っている。 

５ まとめ（総括的な評価） 

これまでの出題でも様々な工夫が行われてきたが，今年度の出題でも，学習の文脈を設定し，知

識を再構成することで包括的知識や概念的理解に至る問題がみられた。また，課題として最も適当

なものを選ばせたり，生徒たちがまとめた内容の類似を探ったりと，世界史探究としての新たな問

題の試みへの挑戦もみられた。 

また，第３問で人物や時代，出来事の評価や解釈の変容をテーマとして取り上げたように，歴史

学で歴史認識をめぐり議論になっている話題を取り上げて，受験者の既有知識を揺さぶるような資

料を提示して問題に答えさせる問題もみられた。このように，受験者が新たな歴史の語りを構成し

ていくような問題のデザインにはこれからも期待したい。一方で，選択肢の作り方については，問

題を通じて受験者に引き起こしたい認知過程を明確にして，その過程を測定するための観察手法と

しての問題のあり方について，引き続き工夫をしていただきたい。 

最後に，問題作成委員の皆様に心より感謝を申し上げたい。委員の皆様が作成された問題は，か

つての知識偏重の歴史教育に対するオルタナティブとして，資料の読解や比較，因果関係の把握を

受験者に促す工夫がみられる。今後も，受験者や歴史教員に世界史の知的興奮を与える問題作成に

期待を申し上げる。 
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